<Originals> The fieldwork education (experiences) in occupational therapy by 山根, 寛 et al.
Title作業療法における臨床教育のあり方
Author(s)山根, 寛; 小西, 紀一; 赤松, 智子; 小野, 泉; 加藤, 寿宏; 腰原,菊恵; 早川, 宏子








山 根 寛*, 小 西 紀 -*, 赤 松 智 子*
小 野 泉*, 加 藤 寿 宏*, 腰 原 菊 恵*















































･有資格の作業療法士{刃刃人口 ･実習人員と当該施設の実習指導者数の対比 1対 1で
あることが望ましいが,学生の訓芙白 貝 は2対 1程度とすることが望ましい 練
や能力のレベルに従って変更してもよい実習内容,対象 ･指導作業療法士の責任と指導の下に,偏 り
･全ての年齢集団の患者,男性と女性の患者,なく各疾患,各病期,各年齢層の患者
につ 急性期,回復期,及び家庭 .職場 .社会的いて身体的,心理的,社会的状況を十分把握
し,作業療法を行う 環境への復帰期の段階にある患者注 :作業療法の臨床実習を行うのに適


















































フルタイム○実習担当患者数 1-3名を担当領域 身体障害,精神障害,発達障害 (施設が少なく実施
していない学校もある)の3領域が主 医療施設以外でも可能教官の関与 評価実習では施設を借りて教官が指導するこ 臨床実習Ⅲは臨床指導者が全責任を負うが,とともあるが,大半は実習期間中に1度訪問 大学には実習担当選任教











































の差 2 指導者の育成,位置づけ3 施設または指導者間で評価基準が異なる









































































































































































































臨床 見学 臨床教育Ⅰ 臨床教
育Ⅲ実習目的 早期臨床体験 評価の手順理解と模倣学習 評価-治療の実践体験
と模倣学習実習時期 1年時早期,以後適宜 2(3､)
年時後半 最終学年期間等 1か所につき半日～1日 1領域につき2週間程度
1領域につき6-9週間程度実習領域 偏りなく主な領域を2-3 医療施設を中心に2-3領域 幅広く経験できるようにするが,全体の
1/2は医療施設で行う02-3領域担当患者 持たない 1人で1名,もしくは数名で1 可能なら1人で1,2名担当
する名 が,部分担当を広く取り入れ ○指導者と 教官,臨床指導者,その他関連 原則として教官の責任で行い, 達成目標や基本的な実習計画を専門職 必要に応じて臨床スタッフの援 学校側で作成,実際の指導
は臨役割 助 床指導者の裁量に任せ,必要に応じて教官が連携学習形態 グループ見学と体験報告レポ- グループによる模倣学習
と個別 個別の模倣学習,部分担当,グト作成,体験報告 の ループ学習













































































































お わ り に
作業療法という職種の特性上,卒前の臨床教
育は重要な位置を占めている｡ 需給のバランス
が安定すれば,なおさらに基礎教育として適切
な指導が必要となってくる｡ 本稿では従来の即
戦力養成ということにとらわれない,より実践
的で効果的な臨床教育のあり方について示した｡
本稿は,1997年度京都大学教育改善推進費 (学良
裁量経費)による研究を基に,作業療法学科の臨床
教育に関してまとめたものである｡
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